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令
和
五
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
壮
健
で
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
本
県
の
治
山
林
道
事
業
推
進
に
格
別

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
重
ね
て
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
「
癸
卯
（
み
ず
の
と
・
う
）」

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、「
癸
」
は
「
次
の
生
命
を
育
む
準

備
が
完
了
し
た
状
態
」、
そ
し
て
「
卯
」
は
「
草
木
が

地
面
を
お
お
う
よ
う
に
な
っ
た
萌
え
出
る
春
」
を
表
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
癸
卯
」は
厳
冬
が
去
り
、

春
の
兆
し
が
訪
れ
る
年
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
北
京
冬
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
に
始
ま
り
今

尚
続
き
、
世
界
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
、
安
倍
元
総
理
が
凶

弾
に
倒
れ
る
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
驚
天
動
地
の
悲
惨

な
事
件
、
そ
し
て
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
等
の
変
異
株
に
よ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
向
に
収
束
の
見
通

せ
な
い
状
況
な
ど
波
乱
に
満
ち
た
一
年
で
し
た
。

　

ま
た
一
方
、
山
村
地
域
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ウ
ッ

ド
シ
ョ
ッ
ク
や
円
安
の
進
行
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
物

価
の
高
騰
に
よ
り
、
地
域
経
済
を
取
り
巻
く
現
状
は
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
、
更
に
追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う

に
気
候
変
動
の
影
響
に
伴
う
、
七
月
・
八
月
の
豪
雨
や

九
月
の
相
次
ぐ
台
風
襲
来
な
ど
に
よ
り
、
河
川
の
氾
濫

や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
や
貴
重
な

財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
林
野
公
共
事
業
に
お
き
ま

し
て
は
、
国
民
の
皆
様
の
生
命
と
生
活
を
守
る
べ
く
、

大
規
模
災
害
に
備
え
た
事
前
防
災
・
減
災
や
復
旧
対
策

の
充
実
と
強
化
な
ど
の
「
緑
の
国
土
強
靱
化
」、
そ
し

て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
た
「
グ
リ
ー
ン

成
長
」
の
実
現
に
不
可
欠
な
「
幹
線
林
道
等
の
基
盤
整

備
及
び
強
靱
化
」
を
推
進
す
る
た
め
、
更
な
る
予
算
確

保
に
向
け
て
、「
２
０
２
２
治
山
・
林
道
の
つ
ど
い
」

や
森
林
整
備
・
治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟
緊
急
決
起
大

会
な
ど
の
各
種
要
望
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
５
カ
年
加
速
化
対
策
」、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
グ
リ
ー
ン
成
長
」、「
路
網
の
整

備
・
機
能
強
化
対
策
」
な
ど
の
林
野
公
共
関
係
予
算
（
治

山
・
森
林
整
備
）
は
、
令
和
四
年
度
補
正
予
算
と
令
和

五
年
度
当
初
予
算
と
合
わ
せ
ま
す
と
、
二
、六
三
四
億

円
に
達
し
、
目
標
額
で
あ
る
二
、六
〇
〇
億
円
を
五
年

連
続
で
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
は
一
昨
年
の
秋
か
ら
は
議
院
運
営
委
員
長
と
し

て
、
国
会
を
運
営
す
る
立
場
と
な
り
、
昨
年
末
の
臨
時

国
会
で
は
奔
走
す
る
毎
日
で
し
た
が
、
引
き
続
き
各
種

施
策
が
進
展
し
て
い
く
よ
う
円
滑
な
国
会
運
営
に
力
を

尽
く
す
と
と
も
に
、
当
協
会
の
会
長
と
し
て
、
ま
た
、

「
森
林
整
備
・
治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟
」「（
社
）日
本

治
山
治
水
協
会
・
日
本
林
道
協
会
」
の
会
長
と
し
て
、

治
山
林
道
事
業
の
推
進
に
向
け
て
、「
予
算
の
確
保
」

「
事
業
の
着
実
な
執
行
」に
精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
、「
癸
卯
」
は
、「
寒
気
が
緩
み
、
萌
芽

を
促
す
年
」
に
な
る
そ
う
な
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の

停
滞
し
続
け
て
い
た
世
の
中
に
、
そ
ろ
そ
ろ
希
望
が
芽

吹
く
春
が
や
っ
て
く
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
な
お
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
会
員
皆
様
の
更
な
る
ご
活
躍
、
ご
健
勝

を
心
よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



の
流
れ
を
積
極
的
に
呼
び
込
む
と
と
も
に
、
半

世
紀
越
し
の
「
プ
ロ
野
球
公
式
戦
」
開
催
の
夢

を
の
せ
た
「
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
球
場
」
の
改
築
、

世
界
中
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
と
本
県
と
の
夢
の
架

け
橋
「
大
鳴
門
橋
自
転
車
道
」
の
早
期
整
備
な

ど
、
世
界
が
注
目
す
る
徳
島
の
更
な
る
発
展
の

礎
を
構
築
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
大
規
模
自
然

災
害
を
迎
え
撃
つ
「
県
土
強
靱
化
」
を
加
速
し
、

安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
の
構
築
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
中
山
間

地
域
の
「
守
り
手
」
で
あ
る
会
員
の
皆
様
か
ら

の
数
々
の
声
を
踏
ま
え
、
次
代
を
担
う
若
者
の

就
業
促
進
に
向
け
、子
供
の
頃
か
ら
土
に
触
れ
、

森
林
土
木
の
魅
力
を
体
感
し
な
が
ら
学
べ
る
新

た
な
森
林
環
境
教
育
「
土
育
（
つ
ち
い
く
）」

を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、「
デ
ジ
タ

ル
技
術
」
を
実
装
し
、
真
に
魅
力
あ
る
「
新
た

な
森
林
土
木
」
を
創
出
す
べ
く
、
地
域
の
「
ソ

フ
ト
パ
ワ
ー
強
化
」
に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
、会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
療
養
者
支
援

な
ど
、
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
て
参
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
森
林
土
木
分
野
で
は
、
徳
島
県
治
山

林
道
協
会
は
じ
め
県
や
全
国
知
事
会
か
ら
の
提

言
に
よ
り
一
昨
年
に
実
現
し
た
、「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
五
か
年
加
速
化
対
策
」
を
積
極
的

に
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
、
治
山
事
業
四
十
一
カ

所
、
林
道
事
業
三
路
線
の
災
害
復
旧
や
事
前
防

災
対
策
を
全
力
で
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、今
年
の
干
支
は
「
癸
卯
（
み
ず
の
と
・

う
）」。「
癸
」
は
物
事
を
揆
（
は
か
）
る
基
準

を
表
し
、
万
事
筋
道
を
立
て
て
処
理
す
れ
ば

「
吉
」、
誤
る
と
「
凶
」
を
意
味
し
、「
卯
」
は

門
扉
を
開
い
た
姿
を
象
形
す
る
と
と
も
に
、
茆

（
か
や
）
に
通
じ
「
良
い
と
繁
栄
、悪
い
と
紛
糾
」

を
意
味
し
ま
す
。
そ
こ
で
、「
癸
卯
」
は
、「
筋

道
を
立
て
て
事
を
進
め
れ
ば
「
繁
栄
」
が
約
束

さ
れ
、
怠
れ
ば
紛
糾
し
、
混
乱
へ
と
向
か
う
」

と
さ
れ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
ま
で
二
年
、

消
費
者
行
政
・
消
費
者
教
育
は
じ
め
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

先
進
県
・
徳
島
」
と
し
て
の
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
や
「
５
Ｇ
遠
隔
医
療
」、
究
極
の
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
「
水
素
」
な
ど
、
本
県
が
リ
ー
ド

し
て
き
た
分
野
を
世
界
に
発
信
し
、
新
た
な
人

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
引
く
中
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
り
、
国
際
秩
序
が
大
き
く
揺
ら
ぐ
と
と

も
に
、
世
界
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
が

高
騰
す
る
な
ど
、
世
界
情
勢
が
激
変
し
た
一
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
県
で
は
、
こ
の
歴
史
的
な
危
機
に
対
し
、

県
民
の
皆
様
の
「
暮
ら
し
と
命
」、「
業
と
雇
用
」

を
守
る
た
め
、「
宿
泊
助
成
」
や
「
飲
食
・
交
通
・

生
活
衛
生
」
三
つ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ー
ポ
ン
事

業
に
よ
る
需
要
喚
起
を
は
じ
め
、
借
り
換
え
需

要
に
応
え
る
「
資
金
繰
り
支
援
」
の
充
実
強
化

や
「
燃
油
・
飼
料
・
肥
料
の
価
格
高
騰
に
よ
る

負
担
」
の
軽
減
、
さ
ら
に
は
、
経
済
的
に
困
窮

す
る
方
々
へ
の
「
支
援
金
の
給
付
」
や
子
ど
も

食
堂
へ
の
障
が
い
者
就
労
支
援
施
設
等
で
生
産

さ
れ
た
県
産
食
品
や
県
産
米
の
支
給
な
ど
、
切

れ
目
の
無
い
支
援
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種

の
加
速
や
感
染
傾
向
を
踏
ま
え
た
無
料
抗
原
検

査
の
推
進
、「
全
数
調
査
の
見
直
し
」
後
も
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
、「
と
く
し
ま
健
康
フ
ォ
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そ
し
て
、
治
山
林
道
事
業
の
重
要
な
担
い
手

で
も
あ
る
中
山
間
地
域
の
「
守
り
手
」
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、「
若
者
の
就
業
促
進
」
に
向

け
た
「
人
材
育
成
」
の
強
化
が
不
可
欠
と
の
認

識
の
も
と
、
こ
の
度
、
子
供
の
頃
か
ら
「
土
に

触
れ
」、
森
林
土
木
の
魅
力
を
体
感
し
な
が
ら

学
べ
る
「
土
育
（
つ
ち
い
く
）」
を
新
た
に
展

開
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

具
体
策
と
し
て
、
ま
ず
は
、
今
年
度
中
の
完

成
を
め
ざ
し
「
森
林
土
木
」
の
魅
力
や
「
森
林

づ
く
り
」
の
大
切
さ
を
紹
介
す
る
「
シ
ョ
ー
ト

ム
ー
ビ
ー
」
を
鋭
意
制
作
中
で
あ
り
、
完
成
の

後
は
、
広
く
県
民
の
皆
様
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
山
の
建
設
現

場
」
の
見
学
会
や
、
建
設
重
機
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
「
出
前
授
業
」

の
開
催
な
ど
、「
Ｄ
Ｘ
導
入
に
よ
る
働
き
方
改

革
」
と
合
わ
せ
、
未
来
を
担
う
若
者
の
就
業
促

進
を
図
り
、
地
域
の
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
強
化
」

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
と
の
緊
密
な
連
携
協
力
の

も
と
、
中
長
期
的
な
観
点
に
も
重
き
を
置
き
、

創
意
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
自
然

災
害
に
し
っ
か
り
と
備
え
る
「
緑
の
県
土
強
靱

化
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の

未
来
に
向
け
て
の
更
な
る
ご
発
展
と
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
様
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

大
級
の
警
戒
を
呼
び
か
け
た
「
台
風
第
14
号
」

な
ど
に
伴
う
、
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
北
陸

や
東
北
、
九
州
地
方
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
土

砂
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
や
貴
重

な
財
産
が
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
自
然
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化

す
る
状
況
の
も
と
、
本
県
に
お
い
て
は
、
徳
島

県
治
山
林
道
協
会
や
本
県
は
じ
め
地
方
団
体
か

ら
の
度
重
な
る
提
言
に
よ
り
、
令
和
二
年
十
二

月
に
創
設
さ
れ
た
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
五
か
年
加
速
化
対
策
」
を
積
極
的

に
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
に
、
四
十
一
カ
所
の
治

山
施
設
で
復
旧
・
予
防
対
策
、
三
路
線
の
林
道

で
開
設
・
改
良
工
事
を
実
施
す
る
な
ど
、
早
期

の
災
害
復
旧
や
事
前
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
末
の
経
済
対
策
に
盛
り
込
ま
れ

た
国
補
正
予
算
に
い
ち
早
く
呼
応
し
、
速
や
か

に
事
業
推
進
を
図
る
べ
く
、「
十
一
月
補
正
予

算
」
と
し
て
関
連
予
算
を
編
成
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
て
新
次
元

の
治
水
に
取
り
組
む
「
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
更
な
る
「
防

災
・
減
災
、
県
土
強
靱
化
対
策
」
を
推
し
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
来
る
令
和
五
年
度
当
初
予
算
に
つ

き
ま
し
て
は
、
先
の
十
一
月
補
正
予
算
と
合
わ

せ
た
「
十
六
か
月
予
算
」
と
し
て
編
成
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
今
後
と
も
事
業
効
果
の
早
期

発
現
を
目
指
し
、
切
れ
目
の
な
い
事
業
展
開
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
皆
様
に
は
、
夢
と

希
望
に
み
ち
た
、
新
し
い
年
を
晴
れ
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、平
素
よ
り
治
山
林
道
事
業
を
は
じ
め
、

本
県
農
林
水
産
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
発
生
か
ら
三
年
が
経
過
し
た
今
も
な

お
、
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
や
急
激
な
円
安
進
行
を
背
景
と
し
た
、

木
材
需
給
の
逼
迫
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰

な
ど
に
よ
り
、
本
県
の
林
業
・
木
材
産
業
に
も

大
き
な
影
響
が
及
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
危
機
に
即
応
す
べ
く
、県
で
は
、

緊
急
的
に
開
か
れ
た
令
和
四
年
五
月
臨
時
議
会

に
お
い
て
、「
県
有
林
」
か
ら
の
主
伐
に
よ
る

原
木
の
供
給
促
進
や
「
民
有
林
」
に
お
け
る
主

伐
加
速
化
を
積
極
的
に
図
る
「
主
伐
加
速
化
・

県
産
材
緊
急
確
保
事
業
」、及
び「
県
産
構
造
材
」

の
増
産
に
取
り
組
む
中
小
製
材
工
場
に
向
け
た

「
人
工
乾
燥
機
の
導
入
支
援
事
業
」
を
盛
り
込

ん
だ
「
五
月
補
正
予
算
」
を
編
成
し
、
速
や
か

な
事
業
執
行
に
務
め
る
と
と
も
に
、
林
業
生
産

基
盤
の
核
と
な
る
「
林
道
整
備
」
の
積
極
的
な

推
進
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
近
年
、
豪
雨
災
害
が
増
加
す
る
中
、

昨
年
も
八
月
の
「
前
線
停
滞
」
や
、
気
象
庁
が

「
過
去
に
例
が
な
い
危
険
な
台
風
」
と
し
て
最

新年のご挨拶
徳島県農林水産部長　　　

　平　井　琢　二
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治
山
林
道
事
業
に
関
す
る

　
　
　
　
　知
事
へ
の
要
望

治
山
林
道
事
業
に
関
す
る

　
　
　
　
　知
事
へ
の
要
望

　

令
和
四
年
十
二
月
十
九
日
、
飯
泉
徳
島

県
知
事
に
対
し
「
治
山
林
道
事
業
に
関
す

る
要
望
」
を
、
山
口
会
長
は
じ
め
役
員

十
二
名
で
行
い
ま
し
た
。

　

要
望
の
主
な
内
容
は

　

・「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た

め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
を
着
実

に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
の

安
定
的
・
継
続
的
確
保

　

・
集
中
豪
雨
や
台
風
、
南
海
ト
ラ
フ
、

活
断
層
帯
の
地
震
に
よ
る
大
規
模
災

害
に
備
え
た
事
前
防
災
・
減
災
対
策
、

復
旧
対
策
の
充
実
と
強
化
な
ど
「
緑

の
国
土
強
靭
化
」
の
推
進

　

・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え

た
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現
を
目
指
す
「
森
林
吸
収

源
対
策
」
の
強
化
や
「
林
業
の
成
長
産
業
化
」
に
資
す

る
林
道
を
核
と
し
た
路
網
整
備
の
推
進

　

・
山
間
奥
地
、
急
斜
面
等
条
件
不
利
地
で
の
施
工
に
お
け

る
現
場
条
件
に
応
じ
た
適
切
な
設
計
積
算
に
よ
る
費
用

の
確
保
及
び
昨
今
に
お
け
る
資
材
高
騰
等
の
状
況
を
踏

ま
え
た
適
切
な
対
応

　

・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
建
設
業
者
へ
の
若
者
等
の
就
業

を
促
進
す
る
た
め
の
人
材
育
成
等
の
環
境
整
備

　

の
五
点
に
つ
い
て
、
令
和
五
年
度
当
初
予
算
編
成
に
向
け

た
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
知
事
か
ら
は
、
今
後
と
も
「
防
災
・
減
災
、

県
土
強
靱
化
」
に
取
り
組
み
、
国
の
補
正
予
算
・
令
和
五
年

度
当
初
予
算
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
十
一
月

補
正
か
ら
切
れ
目
無
く
事
業
を
実
施
で
き
る
「
十
六
ヶ
月
予

算
」
を
措
置
し
、
治
山
林
道
事
業
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
の
力
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。
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　治
山
林
道
事
業
に

関
す
る
要
望
書
　

　
平
素
は
、
治
山
林
道
事
業
の
推
進
並
び
に
本

会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
御
配
慮
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
森
林
は
、
県
土
の
保
全
や
水
源
の
涵か
ん

養よ
う

、
地
球
温
暖
化
防
止
等
の
多
面
的
機
能
を
有

し
、
私
た
ち
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む
な
ど
、

県
民
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に
伴
う

記
録
的
な
大
雨
の
頻
発
化
や
台
風
の
大
型
化
な

ど
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
山
腹
崩
壊
や
林
道
の

決
壊
等
激
甚
な
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、
今
年

も
北
陸
や
九
州
地
方
を
は
じ
め
各
地
で
河
川
の

氾
濫
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
人

命
や
貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
加
え
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
、
さ
ら
に
は
円
安
進
行
な
ど
に
よ

り
、
山
村
の
地
域
経
済
は
疲
弊
し
、
森
林
・
林

業
を
取
り
巻
く
現
状
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
山
村
経
済
を
活

性
化
す
る
た
め
、
県
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の

確
立
に
向
け
た
生
産
基
盤
の
整
備
や
、
主
伐
後

の
再
造
林
等
の
適
正
な
森
林
管
理
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
激
甚
化
・
多
様
化
す
る
台
風
・
前
線

等
に
伴
う
「
豪
雨
災
害
」
や
切
迫
す
る
「
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」、「
活
断
層
地
震
」
な
ど
の

「
大
規
模
な
自
然
災
害
」
に
備
え
る
山
地
防
災

力
の
強
化
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
山
地
災
害

等
に
対
す
る
事
前
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
や

効
率
的
な
林
業
経
営
に
向
け
た
幹
線
林
道
整
備

の
加
速
な
ど
、「
緑
の
国
土
強
靱
化
」
に
資
す

る
治
山
林
道
事
業
の
円
滑
な
遂
行
が
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
財
政
事
情
が
非
常
に

厳
し
い
中
と
は
存
じ
ま
す
が
、
令
和
五
年
度
当

初
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
、
特
段
の
御
配
慮
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

⃝

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
五

か
年
加
速
化
対
策
」
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
に
必
要
な
予
算
の
安
定
的
・
継
続
的
確
保

⃝

集
中
豪
雨
や
台
風
、
南
海
ト
ラ
フ
、
活
断
層

帯
の
地
震
に
よ
る
大
規
模
災
害
に
備
え
た
事

前
防
災
・
減
災
対
策
、
復
旧
対
策
の
充
実
と

強
化
な
ど
「
緑
の
国
土
強
靱
化
」
の
推
進

⃝

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
た
「
グ

リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現
を
目
指
す
「
森
林
吸

収
源
対
策
」
の
強
化
や
「
林
業
の
成
長
産
業

化
」
に
資
す
る
林
道
を
核
と
し
た
路
網
整
備

の
推
進

⃝

山
間
奥
地
、
急
斜
面
等
条
件
不
利
地
で
の
施

工
に
お
け
る
現
場
条
件
に
応
じ
た
適
切
な
設

計
積
算
に
よ
る
費
用
の
確
保
及
び
昨
今
に
お

け
る
資
材
高
騰
等
の
状
況
を
踏
ま
え
た
適
切

な
対
応

⃝

中
山
間
地
域
に
お
け
る
建
設
業
者
へ
の
若
者

等
の
就
業
を
促
進
す
る
た
め
の
人
材
育
成
等

の
環
境
整
備

　
　
令
和
四
年
十
二
月

　
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
　会
長
　
　

山
　
口
　
俊
　
一
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令
和
四
年
十
一
月
十
六
日
、
東
京
都
内
の
海

運
ク
ラ
ブ
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
２
０
２
２

治
山
・
林
道
の
つ
ど
い
」
が
、
全
国
治
山
林
道

協
会
長
会
議
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
を
上
回
る
一
〇
五
名
の
国

会
議
員
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
本
協
会
員
を
は

じ
め
、
全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
、
日
本
林

業
土
木
連
合
協
会
及
び
各
都
道
府
県
治
山
林
道

関
係
者
、
更
に
は
全
国
各
地
よ
り
ウ
ェ
ブ
に
よ

る
参
加
が
あ
り
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
約
四
〇
〇

名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
つ
ど
い
」
は
、
頻
発
す
る
山
地
災
害

や
森
林
・
林
道
被
害
を
受
け
、
地
域
の
社
会
基

盤
で
あ
る
森
林
・
山
村
を
守
る
た
め
、
治
山
事

業
及
び
森
林
整
備
事
業
に
よ
る
「
緑
の
国
土
強

靱
化
」、「
森
林
吸
収
源
対
策
の
着
実
な
推
進
」

に
不
可
欠
な
林
道
等
路
網
整
備
の
強
力
な
推
進

に
向
け
た
林
野
公
共
事
業
予
算
の
確
保
・
拡
充

を
実
現
す
る
た
め
、
関
係
者
一
丸
と
な
っ
た
要

請
活
動
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
会
長
の
挨
拶
、
野
中
農
林
水
産
副
大
臣

の
祝
辞
、
中
谷
自
民
党
林
政
対
策
委
員
長
か
ら

の
激
励
の
言
葉
に
続
き
、
林
野
庁
小
坂
森
林
整

「
２
０
２
２
治
山
・
林
道
の
つ
ど
い
」
及
び

治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
の
開
催

「
２
０
２
２
治
山
・
林
道
の
つ
ど
い
」
及
び

治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
の
開
催

山口会長の挨拶野中農林水産副大臣からの激励の言葉

２０２２治山・林道のつどい
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日
本
林
道
協
会
長
賞

●
第
三
十
八
回
民
有
林
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

株
式
会
社
谷
田
組�
谷　

田　

勝　

良

�

海
陽
町　

禅
僧
線
神
野
工
区

●
第
二
十
三
回
民
有
林
林
道
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

株
式
会
社
原
田
組�

根　

本　

大　

輔

�

美
馬
市　

田
野
内
杖
立
線
樫
原
工
区

備
部
長
か
ら
森
林
整
備
事
業
・
治
山
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

「
基
調
報
告
」、
そ
し
て
現
場
の
第
一
線
で
ご
尽
力
さ
れ
て
い

る
県
協
会
長
に
よ
る
「
現
場
か
ら
の
切
実
な
声
」
の
後
、「
林

野
公
共
事
業
予
算
の
拡
充
に
関
す
る
決
議
文
」が
採
択
さ
れ
、

成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

翌
十
七
日
に
は
、
本
県
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し
、
決
議

内
容
に
つ
い
て
要
望
活
動
を
実
施
し
、
各
事
項
に
つ
い
て
ご

理
解
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
つ
ど
い
」
に
引
き
続
き
、
令
和
四
年
度
治
山
・

林
道
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
県
で
は
、

林
野
庁
長
官
表
彰
一
名
を
は
じ
め
、
併
せ
て
五
名
の
方
々
が

各
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

受
賞
者
の
皆
様
方
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

治
山
・
林
道
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
者

林
野
庁
長
官
賞

●
第
四
十
五
回
林
道
維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

三
好
市
長�

高　

井　

美　

穂

�

三
好
市　

谷
間
豊
永
線

日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞

●
第
三
十
八
回
民
有
林
治
山
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

株
式
会
社
元
木
土
建�

元　

木　

啓　

悟

�

東
み
よ
し
町　

地
す
べ
り
防
止
事
業　

野
住

●
第
二
十
三
回
民
有
林
治
山
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

有
限
会
社
長
畠
工
務
所�

小　

笠　
　
　

謙

�

美
馬
市　

復
旧
治
山
事
業　

下
大
滝

林道維持管理コンクールにおいて、長官賞受賞

受賞者と前田顧問・織田林野庁長官
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令
和
四
年
十
一
月
十
七
日
午
前
十
時
か
ら
、
森
林
整
備
・

治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟
「
緊
急
決
起
大
会
」
が
自
民
党
八

階
リ
バ
テ
ィ
２
・
３
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
今
の
災
害
の
激
甚
化
や
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
等
の
情
勢
を

踏
ま
え
、
国
民
の
「
い
の
ち
」
と
「
暮
ら
し
」
を
守
る
「
緑

の
国
土
強
靱
化
」を
は
じ
め
、林
業
の
持
続
的
な
発
展
や
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
の
実
現
、
さ
ら
に
経
済
安
全
保
障
の

観
点
か
ら
の
国
産
材
安
定
供
給
体
制
の
確
保
等
に
向
け
、
林

野
公
共
事
業
は
不
可
欠
で
あ
り
、
令
和
五
年
度
当
初
予
算
を

確
実
に
措
置
確
保
す
る
と
と
も
に
、
国
土
強
靱
化
に
向
け
た

予
算
も
含
め
林
野
公
共
事
業
予
算
の
一
層
の
増
額
を
目
指

し
、
一
致
団
結
し
て
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、
関
係
者
が
集

結
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
完
全
な
収
束
が
見
通
せ

な
い
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
国
会
議
員
四
一
名
を
は
じ
め
関

係
者
約
一
一
〇
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
山
口
会
長
か
ら
「
予
算
編
成
も
大
詰
め
を
迎
え
、

補
正
予
算
も
閣
議
決
定
さ
れ
た
が
、
二
、六
〇
〇
億
円
を
大

き
く
上
積
み
出
来
る
よ
う
、
予
算
確
保
に
向
け
て
関
係
者
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
の
力
強
い
挨
拶

に
続
き
、
現
場
の
第
一
線
で
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
高
橋
村
上

市
長
・
佐
藤
日
之
影
町
長
か
ら
の
切
実
な
「
現
場
の
声
」
の

後
、
決
議
文
が
採
択
さ
れ
、
田
村
幹
事
長
か
ら
、「
関
係
者

の
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
予
算
獲
得
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
」
と

の
決
意
表
明
で
、
盛
会
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

森
林
整
備
・
治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟「
緊
急
決
起
大
会
」の
開
催

森
林
整
備
・
治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟「
緊
急
決
起
大
会
」の
開
催

「緊急決起大会」開催状況

世耕参議院幹事長の
激励の挨拶

中谷自民党林政対策委員会の
激励の挨拶

山口会長の挨拶
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令
和
四
年
十
一
月
一
日
、
東
京
都
千
代
田
区
永

田
町
ビ
ル
に
お
い
て
、「
全
森
建
」
技
術
・
労
働
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
委
員
会
は
、
徳
島

県
治
山
林
道
協
会
施
工
委
員
会
の
全
国
版
に
相
当

す
る
も
の
で
、
年
一
回
開
催
さ
れ
、
各
都
道
府
県

協
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
設
計
・
積
算
等
に
関
す
る

改
善
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
林
野
庁
と
意
見
交
換

を
行
う
も
の
で
す
。
昨
年
度
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
リ
モ
ー
ト
会

議
と
の
併
用
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
三
年

振
り
に
対
面
形
式
の
み
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

林
野
庁
か
ら
は
、
計
画
課
施
工
企
画
調
整
室
・

整
備
課
・
治
山
課
の
各
設
計
積
算
担
当
官
に
御
臨

席
い
た
だ
き
、全
森
建
か
ら
は
、山
藤
委
員
長
（
群

馬
県
森
林
土
木
建
設
協
会
長
）
ほ
か
各
地
区
代
表

者
十
一
名
の
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
各
協
会
か
ら
四
十
五
件
の
要
望
事

項
が
提
出
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
応
じ
て
「
設

計
」「
歩
掛
」「
積
算
」「
工
期
」「
そ
の
他
」
に
区

分
し
、
林
野
庁
の
考
え
方
を
説
明
い
た
だ
き
な
が

ら
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
野
庁
か
ら
森
林
整
備
保
全
事
業
に
お

け
る
積
算
基
準
に
係
る
取
組
状
況
や
林
野
庁
版

i-construction

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
協
会
は
、
四
国
地
区
代
表
と
し
て
、「
森
林
土
木
工
事

の
施
工
条
件
の
特
性
等
を
踏
ま
え
た
適
切
な
事
業
の
推
進
」

に
向
け
た
次
の
六
件
を
要
望
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
要
望
に

つ
い
て
は
、
本
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
令
和
四

年
度
末
を
目
途
に
林
野
庁
の
対
応
等
に
つ
い
て
整
理
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
本
協
会
施
工
委
員
と
連
携
し
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
要
望
を
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
四
年
度
「
全
森
建
」
技
術
・
労
働
委
員
会
開
催

令
和
四
年
度
「
全
森
建
」
技
術
・
労
働
委
員
会
開
催

技術・労働委員会開催状況

◎
四
国
地
区
要
望
事
項

　

設
計
関
連　

・
林
道
の
片
勾
配
の
設
置

　

歩
掛
関
連　

・
週
休
二
日
を
実
施
す
る
工
事
に
お
け
る
費
用
の
補
正

　

積
算
関
連　

・
人
送
モ
ノ
レ
ー
ル
の
設
計
計
上

　
　
　
　
　
　

・
実
勢
価
格
に
合
っ
た
積
算
と
変
更
契
約

　

そ
の
他　

・
国
庫
債
務
負
担
行
為
（
ゼ
ロ
国
債
）
の
拡
充

　
　
　
　
　
　

・
森
林
土
木
事
業
に
お
け
る
担
い
手
確
保
等
に
向
け
た

環
境
整
備

四国地区要望事項を説明する井関専務

山藤委員長挨拶
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十
二
月
六
日
か
ら
八
日
の
三
日
間
、
徳
島
県
建
設
業
協
会

及
び
徳
島
県
の
ご
協
力
の
も
と
、
令
和
四
年
度
治
山
林
道
技

術
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
技
術
研
修
会
に
お
い
て
も
、
西
部
・
東
部
・
南

部
の
三
地
区
で
連
日
開
催
し
、
更
に
西
部
地
区
で
は
「
三
密

回
避
」
の
た
め
、
会
場
を
メ
イ
ン
会
場
と
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

に
二
分
割
し
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
メ
イ

ン
会
場
か
ら
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
へ
研
修
状
況
を
ｗ
ｅ
ｂ
で
配

信
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
西
部
会
場
を
皮
切
り
に
、
講
師
の
諸
先
生
方
に
よ

り
、
近
年
の
山
地
災
害
の
発
生
事
例
か
ら
学
ぶ
事
前
防
災
・

減
災
対
策
、
安
全
で
事
故
の
な
い
現
場
管
理
、
そ
し
て
日
々

変
貌
す
る
労
働
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
な
ど
会
員
の
技
術
力

向
上
を
目
指
し
た
研
修
を
実
施
し
、
四
会
場
で
約
一
六
〇
名

の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
講
者
に
は
全
国
土
木
施
工
管
理
技
士
会
連
合
会

の
継
続
教
育
学
習
制
度
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
受
講
証
明
書
（6unit

）

を
交
付
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
方
の
受
講
機
会
を
増
や
す
と
と

も
に
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
等
の
活
用
に
よ
り
、
研
修
効
果
の
向
上
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

研
修
の
講
師
及
び
概
要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。）

■
研
修
Ⅰ　
治
山
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

徳
島
県
農
林
水
産
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
森
林
整
備
課
　
課
長
補
佐
　
田
岡
　
純
司

　

毎
年
日
本
各
地
で
豪
雨
に
よ
る
山
地
災
害
が
激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
近
年
の
徳
島
県
内
で

の
山
地
災
害
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
豪
雨
災
害
へ
の
事
前
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
等
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

■
研
修
Ⅱ　
労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て

徳
島
県
治
山
林
道
協
会
　
専
務
理
事
　
井
関
　
廣
幸

徳
島
労
働
局
労
働
基
準
部
　地
方
産
業
安
全
専
門
官
　
吉
原
　
孝
司

阿
南
労
働
基
準
監
督
署
　労
働
基
準
監
督
官
　
吉
成
　
俊
輔

　

全
国
の
労
働
災
害
建
設
業
関
係
の
概
況
と
徳
島
県
に
お
け

る
労
働
災
害
の
実
態
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の

具
体
的
事
例
か
ら
原
因
究
明
と
治
山
林
道
現
場
に
お
け
る
労

働
災
害
の
回
避
策
に
つ
い
て
の
演
習
を
行
う
。

治
山
林
道
技
術
研
修
会
開
催

西部メイン会場

ＺＯＯＭによる研修状況の配信
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■
研
修
Ⅲ　
森
林
土
木
事
業
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の

活
用四

国
森
林
管
理
局
徳
島
森
林
管
理
署
　
　

　
　
地
域
林
政
調
整
官
　
丸
田
　
泰
史

　

近
年
、
公
共
土
木
事
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
む
中
、
治
山

林
道
事
業
に
お
い
て
は
測
量
調
査
・
施
工
・
維
持
管
理
等
を

推
進
す
る
に
当
た
り
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　

そ
こ
で
、ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
際
に
必
要
と
な
る
法
令
、

操
作
技
術
及
び
活
用
事
例
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

■
研
修
Ⅳ　
土
木
技
術
者
の
原
点
と
今
後
の
対
応

セ
ミ
ナ
ー
Ⅷ

株
式
会
社
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
研
究
所
　
松
野
　
哲
哉

　

新
担
い
手
三
法
の
改
正
に
よ
り
、本
格
的
に
働
き
方
改
革
・

生
産
性
向
上
・
災
害
時
の
緊
急
対
応
強
化
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
の
施
工
管
理
上

の
基
本
的
な
知
識
を
習
得
す
る
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
の
伊
豆
の
土
石
流
発
生
を
踏
ま
え
、

地
盤
災
害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
に
つ
い
て
事
例
を
基
に
必

要
な
知
識
を
解
説
す
る
。

西部サテライト会場

南部会場

東部会場

ドローンの操作技術について
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産
部
、
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
、
そ
の
他
学
識
経
験
者
で
構
成

し
、
協
議
会
で
は
被
害
状
況
の
分
析
や
今
後
の
松
林
の
復
旧

計
画
に
つ
い
て
毎
年
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

４
．
被
害
原
因
と
復
旧
対
策
に
つ
い
て

被
害
原
因

①　

海
岸
の
砂
が
多
く
堆
積
し
、
防
潮
堤
と
の
落
差
が
少
な

く
な
っ
て
い
た
た
め
、
海
水
と
砂
が
防
潮
堤
を
越
え
易
く

な
っ
て
い
た
。

②　

林
内
に
侵
入
し
た
海
水
が
速
や
か
に
排
水
出
来
な
か
っ

た
。

復
旧
対
策

①　

海
水
や
砂
の
侵
入
防
止
対
策

　

・
海
岸
に
堆
積
し
た
砂
に
つ
い
て
は
、
管
理
者
の
県
土
整

備
部
が
定
期
的
な
取
り
除
き
を
行
う
。

②　

林
内
に
侵
入
し
た
海
水
の
排
水
対
策

　

・
北
側
に
設
置
さ
れ
た
土
盛
堤
で
は
、
越
波
を
防
ぐ
一
定

の
効
果
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
未
施
工
区
間
に
つ
い

て
土
盛
堤
を
整
備
す
る
。
同
時
に
林
内
の
排
水
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。

　
　

案
１　

林
内
の
歩
道
ま
で
盛
土
に
よ
る
嵩
上
げ
を
行
う

こ
と
で
海
側
へ
排
水
を
行
い
、
土
盛
堤
部
に
歩
車

道
を
設
置
し
、
排
水
路
と
し
て
兼
用
す
る
。

　
　

案
２　

自
然
流
下
の
み
で
、
案
１
同
様
に
海
側
へ
排
水

を
行
う
。

　
　

案
３　

土
盛
堤
の
陸
側
に
側
溝
を
設
け
、
集
水
桝
で
集

め
た
水
を
暗
渠
工
に
よ
り
海
へ
排
水
を
行
う
。

　
　

案
４　

土
盛
堤
の
陸
側
に
素
掘
り
側
溝
を
設
け
、
栗
石

を
敷
き
、
そ
こ
か
ら
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
。

検
討
結
果

　

案
１
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
植
栽
し
た
苗
木
や
健
全
な
樹

木
が
あ
り
施
工
が
困
難
で
あ
り
、
案
３
、
案
４
に
つ
い
て
は
、

側
溝
等
に
砂
が
溜
ま
り
維
持
管
理
が
困
難
で
あ
り
、
浸
水
時

に
機
能
し
な
い
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
案
２
を
採
用
し
た
。

１
．
は
じ
め
に

　

大
里
松
原
地
区
は
、
徳
島
県
の
南
部
、
海
部
郡
海
陽
町
に

位
置
し
、
松
林
は
昭
和
四
十
五
年
か
ら
潮
害
防
備
保
安
林
に

指
定
さ
れ
、
津
波
や
高
潮
の
防
壁
と
し
て
地
域
に
不
可
欠
な

松
林
を
形
成
し
て
お
り
、
保
健
保
安
林
に
も
指
定
さ
れ
地
域

住
民
の
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
保
安
林
と
地
域

集
落
を
守
る
た
め
、
徳
島
県
で
は
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
防

潮
堤
や
突
堤
、
越
波
防
止
の
た
め
の
土
盛
堤
を
施
工
し
て
き

た
。
そ
の
一
方
で
、
松
枯
れ
被
害
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
薬

剤
散
布
や
樹
幹
注
入
な
ら
び
に
被
害
木
の
伐
倒
駆
除
が
継
続

的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
住
民
や
海
陽
中
学
校

に
よ
っ
て
定
期
的
な
補
植
が
行
わ
れ
て
お
り
、
積
極
的
な
保

全
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

２
．
被
害
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
に
発
生
し
た
台
風
19
号
は
、
大
里
松
原
海
岸
の

沖
を
通
過
し
最
大
瞬
間
風
速
二
四
・
一
ｍ
を
記
録
、
波
の
高

さ
は
約
八
ｍ
に
お
よ
び
、
防
潮
堤
を
乗
り
越
え
た
海
水
と
砂

は
、
土
盛
堤
と
の
間
の
管
理
道
を
埋
め
尽
く
し
、
さ
ら
に
土

盛
堤
を
越
え
て
松
林
に
侵
入
し
、
民
家
の
手
前
一
〇
ｍ
ま
で

達
し
た
。
過
去
に
も
同
様
の
台
風
被
害
を
受
け
て
い
た
が
、

今
回
は
風
向
き
や
潮
位
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
特
に
大
き
な

被
害
と
な
っ
た
。
幸
い
住
宅
や
農
地
等
へ
の
被
害
は
防
が
れ

た
が
、
松
林
全
面
積
約
二
八
ha
の
四
割
に
あ
た
る
約
一
二
ha

が
冠
水
し
た
。
そ
の
結
果
、
冠
水
し
た
エ
リ
ア
で
は
塩
害
に

よ
り
ク
ロ
マ
ツ
や
ク
ス
ノ
キ
な
ど
の
枝
葉
が
赤
く
変
色
し
、

ク
ロ
マ
ツ
四
、〇
三
九
本
、
ク
ス
ノ
キ
な
ど
の
広
葉
樹

七
八
一
本
、
計
四
、八
二
〇
本
が
枯
れ
る
と
い
う
大
き
な
被

害
と
な
っ
た
。

３
．
協
議
会
の
設
置

　

松
林
の
大
き
な
被
害
を
受
け
て
、
保
安
林
機
能
の
維
持
保

全
を
図
る
た
め
、
大
里
松
原
保
全
対
策
推
進
協
議
会
を
設
置

し
、早
期
の
松
林
再
生
に
向
け
た
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

構
成
員
は
、
地
元
住
民
代
表
、
海
陽
中
学
校
、
海
陽
町
建
設

課
、
農
林
水
産
課
及
び
徳
島
県
保
健
福
祉
環
境
部
、
農
林
水

徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局〈
美
波
〉
　黒
　下
　憲
　彦

徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局〈
美
波
〉
　黒
　下
　憲
　彦

大
里
松
原
地
区
の
海
岸
防
災
林
再
生
へ

向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

大
里
松
原
地
区
の
海
岸
防
災
林
再
生
へ

向
け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

塩
害
の
全
景

林
内
の
浸
水
状
況
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ト
ベ
ラ
等
を
検
討
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
県

内
で
の
生
産
が
少
な
い
た
め
、
植
栽
本
数
等
は
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

５
．
ま
と
め

　

令
和
元
年
の
台
風
に
よ
り
海
岸
防
災
林
が
浸
水
し
大
き
な

被
害
を
受
け
た
。
そ
の
た
め
、
大
里
松
原
保
全
対
策
推
進
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
関
係
機
関
に
お
い
て
協
議
を
重
ね
、
そ

れ
ぞ
れ
の
組
織
で
計
画
的
に
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
令
和
七
年
度
ま
で
の
完
了
を
目
標
と
し
、
そ
の
後
の

維
持
管
理
を
経
て
海
岸
防
災
林
の
再
生
を
目
指
す
。
近
年
、

地
球
温
暖
化
に
伴
う
台
風
の
大
型
化
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
発
生
予
測
も
さ
れ
て
い
る
中
、
海
岸
防
災
林
の
役
割
が

一
層
強
く
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
被
害
に
よ
り
約
八
十
年
か

け
て
作
ら
れ
た
松
林
の
大
部
分
を
失
い
、
地
元
住
民
も
風
等

に
よ
る
住
宅
地
へ
の
被
害
を
心
配
す
る
声
が
上
が
っ
て
い

る
。
同
じ
よ
う

な
被
害
を
少
し

で
も
減
ら
し
、

海
岸
防
災
林
と

し
て
松
林
が
一

刻
も
早
く
再
生

出
来
る
よ
う
、

今
後
も
地
元
関

係
機
関
が
協
力

し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
。

③　

伐
採
、
植
栽
な
ど
の
森
林
整
備

　

・
枯
損
木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
四
、八
二
〇
本
の

う
ち
令
和
三
年
度
ま
で
に
約
三
、〇
〇
〇
本
を
伐

採
し
て
お
り
、
残
り
の
約
一
、八
〇
〇
本
に
つ
い

て
令
和
四
年
度
中
の
伐
採
を
目
指
す
。

　

・
植
栽
に
つ
い
て
、
海
岸
防
災
林
で
は
ク
ロ
マ
ツ

に
よ
る
造
成
事
例
が
多
く
、
海
風
環
境
に
強
い

こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
海

側
の
エ
リ
ア
で
は
ク
ロ
マ
ツ
を
植
栽
す
る
が
、

松
枯
れ
の
被
害
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
病
害
虫

に
対
す
る
耐
性
を
高
め
る
た
め
、
抵
抗
性
種
の

苗
木
を
採
用
す
る
。
本
数
に
つ
い
て
は
、
現
況

本
数
や
植
栽
後
の
管
理
等
も
考
慮
し
、
一
ha
当

た
り
五
、〇
〇
〇
本
と
し
た
。
ま
た
、
陸
側
に
植

栽
す
る
広
葉
樹
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
植
生
や

技
術
基
準
等
を
参
考
に
ク
ス
ノ
キ
、
マ
サ
キ
、

植
栽
状
況

大
里
松
原
海
岸
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内
容
も
あ
り
「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」
と
の
感
想
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

お
わ
り
に
、
今
後

も
、
こ
の
よ
う
な
演

習
を
継
続
し
て
実
施

す
る
と
と
も
に
、
最

大
の
課
題
で
あ
る
山

間
奥
地
の
不
感
地
帯

に
お
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
を

可
能
と
す
る
、「
通

信
中
継
バ
ル
ー
ン
」

や
「
衛
星
通
信
」
な

ど
の
先
進
技
術
の
実

証
を
行
い
、
災
害
対

応
力
の
更
な
る
強

化
・
向
上
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
四
年
十
一
月
七
日
（
月
）、
県
立
農
林
水
産
総
合
技

術
支
援
セ
ン
タ
ー
農
業
大
学
校（
勝
浦
）に
お
い
て
、「
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
災
害
時
情
報
収
集
演
習
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
演
習
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
八
日
、
県
と
四
国
森

林
管
理
局
と
の
間
で
締
結
し
た
「
林
野
災
害
時
に
お
け
る
ド

ロ
ー
ン
の
利
活
用
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
国
・
県
・

市
町
村
等
と
連
携
強
化
の
も
と
、
山
地
災
害
発
生
時
の
災
害

情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に
把
握
し
、
早
期
復
旧
に
繋
げ
る
こ

と
を
目
的
に
令
和
元
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
演
習
で
は
、
国
（
四
国
森
林
管
理
局
、
徳
島
森
林

管
理
署
）、
県
、
町
村
（
勝
浦
町
、
佐
那
河
内
村
、
神
山
町
）

及
び
山
地
防
災
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
三
十
三
名
が
参
加
し
、
国
、

県
の
若
手
職
員
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、

　

・
手
動
飛
行
に
よ
る
林
地
被
害
箇
所
の
空
撮

　

・
自
動
飛
行
に
よ
る
測
量

　

・
空
撮
画
像
を
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
（
国
）、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
（
県
）

に
よ
る
関
係
機
関
へ
の
ラ
イ
ブ
配
信

を
行
い
、
全
て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
ト
ラ
ブ
ル
無
く

ス
ム
ー
ズ
に
演
習
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
発
災
時
に
お
い

て
も
、
迅
速
か
つ
正
確
な
災
害
調
査
や
情
報
共
有
の
実
現
が

期
待
で
き
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
午
後
か
ら
は
、
近
年
の
航
空
法
の
改
正
や
、
ド

ロ
ー
ン
を
取
り
巻
く
環
境
の
急
速
な
変
化
を
踏
ま
え
、
関
係

法
令
や
基
礎
知
識
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
ド
ロ
ー
ン
映
像
の
ラ
イ
ブ
配
信
や
自
動

航
行
設
定
な
ど
、
こ
れ
ま
で
業
務
で
使
用
し
た
こ
と
の
な
い

ドローンによる調査開始

ドローンからの映像（徳島森林管理署）

ドローンからの映像（徳島県庁）

徳
島
県
森
林
整
備
課
　森
林
整
備
担
当

徳
島
県
森
林
整
備
課
　森
林
整
備
担
当

「
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
災
害
時
情
報
収
集
演
習
」

の
開
催

「
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
災
害
時
情
報
収
集
演
習
」

の
開
催

研修会

自動飛行の設定
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
公
私
と
も
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
今
年
で
四
十
八
歳
に
な
り
、
四
回
目
の
年
男
を
迎
え

ま
す
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
平
成
六
年
に
林
業
職
と
し
て

入
庁
し
仕
事
の
内
容
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
徳
島
庁
舎
を
皮
切

り
に
、
県
営
林
の
管
理
、
鳥
獣
保
護
等
の
一
般
林
業
業
務
に

従
事
し
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
は
、
職
場
の
同
僚
や
先
輩

と
飲
み
に
い
っ
た
り
、
休
日
に
は
ス
キ
ー
や
釣
り
に
行
く
こ

と
が
楽
し
み
で
し
た
。平
成
十
五
年
か
ら
は
、未
経
験
で
あ
っ

た
治
山
・
林
道
業
務
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
測
量
、
図
面
作

成
、
数
量
計
算
、
工
事
費
積
算
、
現
場
監
督
な
ど
土
木
の
素

人
で
あ
っ
た
私
が
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
現
場

で
ご
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
や
上
司
、
同
僚
、
後
輩
等

多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
、
仕
事
を
通
し
現
場
で
の
物

づ
く
り
や
新
し
い
こ
と
を
覚
え
て
い
く
楽
し
さ
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
改

め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
も
、
組
織
の
中
で
は
ベ
テ
ラ
ン
と
な
り
、
ふ
と

周
り
を
見
る
と
子
供
に
近
い
年
齢
の
同
僚
に
囲
ま
れ
、
自
分

の
仕
事
と
後
輩
の
指
導
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
日
々
で
す
。

ま
た
森
林
調
査
に
出
向
く
と
「
最
近
山
を
歩
く
と
膝
が
痛
い

　

一
年
目
の
頃
は
、
森
林
土
木
に
配
属
さ
れ
、
設
計
積
算
・

現
場
監
督
・
現
地
測
量
・
計
画
書
作
成
と
一
年
を
通
し
て
、

多
く
の
基
礎
・
技
術
・
知
識
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
っ
た
く
の
ド
素
人
な
私
が
設
計
積
算
な
ん
か
で
き
る
の
か

と
て
も
不
安
に
な
り
な
が
ら
、
当
時
の
上
司
に
「
過
去
の
設

計
書
と
図
面
を
引
っ
張
り
出
し
て
見
て
」
と
言
わ
れ
、
過
去

の
図
面
と
設
計
書
の
数
字
を
見
比
べ
な
が
ら
、
シ
ス
テ
ム
で

数
字
を
入
力
し
、
何
と
か
設
計
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
れ
も
、
当
時
の
上
司
や
周
り
の
皆
様
方
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
、
今
さ
ら
な
が
ら
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
東
部
農
林
水
産
局
の
徳
島
庁
舎
に
て
森
林
整

備
担
当
に
在
籍
し
、
メ
ン
タ
ー
と
な
り
、
指
導
さ
れ
て
い
た

私
が
、
指
導
す
る
側
の
立
場
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
者
の
私
で
す
が
新
規
採
用
職
員
と
一
緒
に
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
さ
ら
な
る
技
術
向
上
に
向
け
、
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

昨
年
は
異
動
し
て
一
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
徳
島
管
内

の
土
地
勘
が
ま
っ
た
く
な
く
現
場
の
場
所
を
覚
え
る
の
に
一

苦
労
し
ま
し
た
。徳
島
管
内
は
現
場
の
箇
所
数
が
多
い
た
め
、

設
計
書
作
成
に
時
間
を
と
ら
れ
、
現
場
へ
赴
く
こ
と
が
ま
ま

な
ら
ず
、
事
務
所
の
滞
在
時
間
が
長
か
っ
た
せ
い
か
、
時
間

の
経
過
が
早
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
本
年
は
時
間
の
許

す
限
り
現
場
へ
赴
き
、
現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
現
場
監

督
員
と
し
て
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
民
の
皆
様
方
が
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
が
出
来

る
よ
う
に
、
山
地
災
害
の
未
然
防
止
と
災
害
が
発
生
し
た
と

き
の
早
期
復
旧
を
進
め
る
た
め
、
山
腹
や
渓
流
の
荒
廃
地
を

構
造
物
に
よ
り
安
定
さ
せ
、
植
栽
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
に
強
い
森
林
を
維
持
・
造
成
し
、
土
砂
崩
壊
防
止
な
ど
の

森
林
の
多
面
的
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
治

山
担
当
と
し
て
、
業
務
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
本
年
も
皆
様
方
が
卯
ま
く
（
上
手

く
）
い
き
、
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
飛
躍
の
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
あ
」
と
上
司
と
お
じ
さ
ん
ト
ー
ク
し
て
い
る
自
分
に
び
っ

く
り
し
て
い
ま
す
。（
笑
）。

　

現
在
、
森
林
土
木
の
現
場
は
、
人
口
減
少
の
影
響
を
受
け
、

高
齢
化
も
進
み
担
い
手
が
不
足
す
る
等
の
課
題
が
あ
り
、
土

木
の
門
を
く
ぐ
っ
た
若
手
に
対
し
て
も
十
分
な
指
導
が
出
来

無
い
状
態
で
も
、
即
戦
力
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
ま

す
。
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
等
の
新
し
い
技
術
・
知
識
を
習
得
す

る
必
要
も
増
え
一
人
一
人
の
負
担
が
増
え
て
き
て
い
る
の
が

実
態
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
今
年
は
卯
年
で
す
。
何
で
も

一
人
で
抱
え
込
む
の
で
は
無
く
、
人
に
頼
っ
て
兎
の
よ
う
に

時
に
ず
る
賢
く
、み
ん
な
で
目
標
へ
た
ど
り
つ
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
皆
様
方
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
会
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
本
年
も
引
き
続
き
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

私
も
、
十
八
歳
で
徳
島
県
庁
へ
入
庁
し
、
早
い
も
の
で
五

年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉

森
林
整
備
担
当
主
事

坂
　
前
　
奈
緒
也

20232023
年
男
の
抱
負

卯
南
部
総
合
県
民
局
〈
美
波
〉

森
林
整
備
担
当
係
長

藤
　
丸
　
幸
　
典
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２０２３年度版 ～

【ご意向に沿った商品内容か必ずご確認ください】
この保険は、死亡等の保障を目的とする保険期間１年、保険料掛け捨て型の生命保険です。
重要事項説明契約概要・注意喚起情報ならびに「当パンフレット」に記載の保障内容・保険金額・保険料等がお客様の
ご意向に沿った内容となっているかを必ずご確認のうえ、お申込みください。

 

 
一般社団法人 全国森林土木建設業協会

お問い合わせ先

１．お手頃な掛金で大きな保障が得られます。
２．業務上・業務外を問わず２４時間保障されます。
３．制度への加入申込み、保険金等の受取人は事業主となります。
４．掛金は全額損金または必要経費に算入できます。
５．保険期間は１年で剰余金があれば配当金として還元されます。
６．医師の診査はなく告知書扱いで加入できます。

〒１００－００１４ 東京都千代田区永田町２－４－３ 永田町ビル４Ｆ
ＴＥＬ ０３ ３５８１－３３３６ ＦＡＸ ０３ ３５８１－３３４１

制度の特長
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 ６,０００円

 １４０万円～

２０万円 ３０万円 ４０万円

 １日につき  １日につき

保
　
障
　
内
　
容

 ３,０００円

死 亡 保 険 金

 ７０万円～

３００万円

２００万円

月

払

掛

金

病

気

に

よ

る

場

合

障 害 給 付 金

（S47.10.1生～S52.9.30生）
４６歳～５０歳

（S42.10.1生～S47.9.30生）
５１歳～５５歳

６６歳～７０歳

（S37.10.1生～S42.9.30生）

（S52.10.1生～S57.9.30生）

４００万円

（S62.10.1生～H20.9.30生）

３６歳～４０歳
526

障 害 給 付 金

入 院 給 付 金

男性 女性 男性

 １日につき

 ２１０万円～

 １日につき

 １,５００円

１０万円

 ４,５００円

加 入 口 数

不

慮

の

事

故

に

よ

る

場

合

高度障害保険金

死 亡 保 険 金

災 害 保 険 金

１　口

高度障害保険金

1,578

948 782
１５歳～３５歳

1,422

女性 男性性別
年齢(生年月日)

（S57.10.1生～S62.9.30生）
473 1,052 946

474 391

４１歳～４５歳
612 519 1,224 1,038

968 747

754 623

1,750 2,625

2,262 1,8691,508

1,936

1,246

８００万円

 ２８０万円～

1,494 2,904 2,241

1,419

1,836

1,173

1,892

3,016 2,492

男性 女性

2,104

女性

3,872 2,988

９００万円 １,２００万円

2,448 2,076

1,896 1,564

1,557

５　口

１,０００万円

１,５００万円

２　口 ３　口 ４　口

６００万円

６００万円

男性 女性

2,370 1,955

 ３５０万円～

 １日につき

 ７,５００円

５０万円

2,630 2,365

3,060 2,595

3,770 3,115

（単位：円）

4,840 3,735

2,526 1,353 5,052
（S27.10.1生～S32.9.30生）

3,592
（S32.10.1生～S37.9.30生）

6,360 4,375

2,706

2,146

5,088 3,500

６１歳～６５歳

3,816
５６歳～６０歳

1,272 875 2,544

1,796 1,073

福祉共済制度

保険期間中に死亡されたとき、お支払いします。
加入（増額）日以後の病気やケガによって、保険期間中に別表１の第１級（高度障害状態）に該当され
たとき、お支払いします。
保険期間中に発生した不慮の事故による傷害を直接の原因として、その事故の日から起算して１８０日
以内に死亡されたとき、または保険期間中に発病した別表２の感染症により死亡されたとき、お支払い
します。
保険期間中に発生した不慮の事故による傷害を直接の原因として、その事故の日から起算して１８０日
以内に別表１の障害状態に該当されたとき、お支払いします。
保険期間中に発生した不慮の事故による傷害を直接の原因として、その事故の日から起算して１８０日
以内に日本における病院・診療所またはこれと同等とみなされる日本国外の医療施設にその傷害の治療
目的で５日以上入院されたとき、１日につき、所定の入院給付金をお支払いします（１日目から）。
ただし、同一の不慮の事故について通算して１２０日（更新前の入院日数を含みます。）を限度として
お支払いします。

※不慮の事故とは急激かつ偶発的な外来の事故で約款に定めるものをいいます。

山間僻地を共通の仕事場とする「全森建」会員のリスクを全国の仲間で分担し合い、スケールメリットを生かして、
会員の事業発展に寄与するとともに「全森建」の絆を更に深めるために創設された制度です。

病気等により死亡されたとき

病気等により別表１の第１級
（高度障害状態）になられたとき

不慮の事故または別表２の
感染症により死亡されたとき

不慮の事故により別表１の第２級～
第６級の障害状態になられたとき

不慮の事故により５日以上入院さ
れたとき、ただし１２０日限度

（記載の掛金は加入総口数が 口以上 口未満の場合です。）
☆更新時の年齢により、掛金は変わりますのでご確認ください。
☆記載の掛金は概算掛金であって、正規掛金は申込み締切後算出し、初回より適用します。
☆掛金には制度運営費が含まれています。（保険料とは、掛金から制度運営費を除いた分をいいます。）

＋＋  

保障内容について

保障内容と月払掛金

不慮の事故により別表１の第１級
（高度障害状態）になられたとき

＋＋  

（
概
算
）

◆
◆

◆

◆

◆

死 亡 保 険 金
高度障害保険金

災 害 保 険 金

障 害 給 付 金

入 院 給 付 金

NO.209 令和 5年 1月 15 日16



編 集 後 記

と
く
し
ま
木
づ
か
い
フ
ェ
ア

２
０
２
２
へ
の
出
展

と
く
し
ま
木
づ
か
い
フ
ェ
ア

２
０
２
２
へ
の
出
展

と
く
し
ま
木
づ
か
い
フ
ェ
ア

２
０
２
２
へ
の
出
展

　新年あけましておめでとうございます。本年もどう
ぞよろしくお願い申し上げます。
　昨年は、長引く新型コロナウイルス感染症の影響に
加え、ウッドショックやウクライナ危機、更には円安
進行などによる波乱気味の一年でした。一方で本県の
豪雨等による災害は、３年続けて比較的少なかった状
況にありましたが、全国に目を向けますと北陸や九州
地方をはじめ各地で河川の氾濫や土砂災害が発生し、
多くの尊い人命や貴重な財産が失われました。
　このような中で、防災・減災・国土強靱化の推進を
含む「経済対策」のための補正予算と令和５年度当初
予算を合わせた林野一般公共事業予算は、目標額の
2,600 億円を上回る 2,634 億円を確保することがで
きました。
　これはひとえに、会員の皆様のご支援・ご協力の賜
物です、ありがとうございました。今後ともポスト国
土強靱化対策の検討を含め、引き続き予算獲得に向け
十分気を引き締めて、取り組んで参りたいと考えてお
りますので、ご指導ご鞭撻をよろしくお願いいたしま
す。

本協会の主な動向（10月～12月）

井関　廣幸編集責任者

10月　 7 日㈮　令和 4年度施工委員会コンサル関連意見交換会
　　　　　　（徳島市：建設センター）
　　　13日㈭　全国治山林道協会長会議（山梨県甲府市）
　　　14日㈮　　　　　　〃　　　　　（山梨県富士河口湖町）
　　　22日㈯　とくしま木づかいフェア2022（板野町：あすたむらんど）
　　　23日㈰　　　　　　〃
11月　 1 日㈫　令和 4年度全国森林土木建設業協会技術労働委員会
　　　　　　（東京都）
　　　16日㈬　令和 4年度日本林道協会通常総会（東京都）
　　　　　　2022治山・林道のつどい（東京都）
　　　　　　令和 4年度治山・林道コンクール表彰式（東京都）
　　　17日㈭　森林整備・治山事業促進議員連盟「緊急決起大会」
　　　　　　（東京都）
　　　　　　徳島県選出国会議員要望活動（東京都）
　　　21日㈪　令和 4年度全国森林土木建設業協会中国四国ブロッ
　　　　　　ク会議（鳥取県三朝町）
12月　 6 日㈫　令和 4年度治山林道技術研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　　（西部会場：三好市･美馬市）
　　　 7 日㈬　　　　　　　〃　　　　　（東部会場：徳島市）
　　　 8 日㈭　　　　　　　〃　　　　　（南部会場：那賀町）
　　　19日㈪　治山林道事業に関する知事要望（徳島市）

　
令
和
四
年
十
月
二
十
二
・
二
十
三
日
の
二
日
間
、
板
野
町
「
あ

す
た
む
ら
ん
ど
」
に
お
い
て
、
と
く
し
ま
木
づ
か
い
フ
ェ
ア

２
０
２
２
が
開
催
さ
れ
、
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
ブ
ー
ス
を
出

展
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
連
日
五
千
人
を
超
え
る
来
場
者
が

あ
り
、
親
子
連
れ
を
中
心
に
、
興
味
深
く
展
示
を
ご
観
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
出
展
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
治
山
林
道
工
事
に
お
け
る
木
材

の
利
用
状
況
や
防
災
減
災
等
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
と
ミ
ニ
ド

ロ
ー
ン
の
操
作
体
験
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
地
災
害
の
危
険
信

号
や
治
山
事
業
の
効
果
等
を
印

刷
し
た
、
紙
製
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
を
配
布
し
、「
県
民
の
暮
ら
し

の
安
心
安
全
」
に
向
け
た
普
及

啓
発
活
動
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、「
林
業
の
成
長
産
業
化
」
を

支
え
る
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」

と
し
て
、
幅
広
く
県
民
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
主
催
の
森

林
土
木
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
当
協

会
か
ら
推
薦
し
た
笠
原
慎
吾
さ
ん（
神
山
町
）

の
作
品
が
全
国
第
二
席
の
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
趣
旨
は
、
森
林
土
木
の

各
種
事
業
が
、
森
林
・
林
業
を
基
盤
か
ら
支

え
る
と
共
に
、
国
民
の
生
命
財
産
を
守
っ
て

い
る
と
い
う
極
め
て
重
要
な
事
業
で
あ
る
こ

と
を
広
く
国
民
各
層
に
浸
透
さ
せ
、
理
解
を

深
め
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
笠
原
さ
ん
の
作
品
は
、
強
靱
な
路
網
整
備

で
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
す
る
状

況
を
撮
影
し
た
も
の
で
、
本
作
品
は
全
国
森

林
土
木
建
設
業
協
会
の
令
和
五
年
度
労
働

安
全
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

全
国
森
林
土
木

建
設
業
協
会

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
森
林
土
木

建
設
業
協
会

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

令和４年度

普及啓発活動 ミニドローンの操作体験

紙製クリアファイル
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